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許俊臣他 1985 pp.298-301) を祖形に、秦式短剣と燕












































　獣面 b型も a型と共伴した円頂山 2号墓出土品が最
















Ⅰ期　　　Ⅱ期　　   Ⅲ期
3.獣面a1            4.獣面a2          5.獣面a3
 6.獣面b1          7.獣面b2           8.獣面b3
1.獣面c1      2.獣面c2
Figure 1 編年図
1玉皇廟　2懐来大故城　3 円頂山 M2:12　
4 東京国立博物館　5益門村 M2:3　6 円頂山 M2:3　
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　地理的にかなり離れるが、北京市北部の燕山地域に
立地する、玉皇廟 300 号墓で出土した獣面 c1 型は、




































巳奈夫の年代区分に従う ( 林 1984 p.189)。つまり、
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青銅礼器 (Figure 3) が円頂山 1 号墓で出土している
青銅礼器 (Figure 4) と類似している。円頂山 1 号墓
の年代については、陳洪が春秋前期としていることか
ら (陳洪 2004 p.33,p.35)、同様に円頂山 2号墓及び
Ⅰ期の年代を春秋前期とする。
　Ⅱ期の年代は、まず編年図で挙げた玉皇廟 300 号墓
出土短剣と同様に獣面 c1 型を出土する玉皇廟 18 号
墓の年代から考察する (Figure 5)(5)。玉皇廟 18 号墓
で出土している罍 (Figure 5-1) と類似する資料につ
いて (Figure 5-3)、林巳奈夫は春秋中期後半として





える。ただし、獣面 c 型に 1型を遡る型式が見られな
い点を考慮すれば、獣面 a2 型から派生する形で、獣















の獣面 a 型が獣面 c 型と類似していることが分かっ
た。両型式については、これまで獣面 a型が文様の面
で獣面 c型に対して影響を与えたという考え ( 張天恩
1995 p.851)、北方文化から秦への流入 ( 陳平 1995 
pp.363-371)、甘粛宇村出土品を祖形として両型式に
分かれたとする考え ( 楊建華 2004 p.82) がなされて
きた。本稿の考察では、獣面 c型の中にⅡ期を遡る型





















行われている ( 陳平 1986 pp.88-92)。短剣の分類が
なされ、北方系青銅短剣との類似が指摘された。
(2)1984 年に鄭紹宗によって提唱された北方系青銅短
剣の一型式 (鄭紹宗 1984 p.45)。
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